
2020年11月

気候変動課題にかかる情報開示

（排出量を中心に）
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ESGを巡る動き ～投資家等の動き
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国連責任投資原則（ＰＲＩ）について

• 機関投資家のESG投資行動を推進するため設立された国連責任投資原則（PRI）
• ESG を推進する国連責任投資原則（ PRI ）の署名機関は年々増加し 、 署名機関数は3,000 

、 運用 規模は 100 兆ドル を 超えた 2020年 時点）。



PRIの向こう10年のビジョン

出所）PRI

3



Climate Action 100+

出所）PRI

5



CA100+/質問例

①排出削減
• 二酸化炭素排出を削減し、パリ協定で国際合意に達した2℃目標に対しコミットメントされていますか？
• コミットメントされている場合、どのような形でコミットメントを表明されていますか？

②ガバナンス
• 御社では、①に係る経営陣のガバナンス体制を構築されていますか？構築されていない場合、現時点

の対応状況、及び今後どのように構築しようと考えていますか？
• ①のコミットメントを果たす上で、誰に権限・責任がありますか？また、どのような組織（会議体）が中心

となっていますか？
• コミットメントを果たすためのPDCAはどのようになっていますか？まだPDCAサイクルが確立していない

場合、いつまでに体制を構築される予定ですか？
• エビデンスとしてTCFDへの署名を検討していますか？それはいつの予定ですか？

③情報開示
• 御社では、TCFDへの署名を行っていますか？行っていない場合、どのような情報開示を検討していま

すか？
• TCFDに署名済みである場合、以上の気候変動にかかるコミットメントに対する取組み状況について、い

つ、どのように、どこで情報開示をされる予定ですか？
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情報開示において重要な要素（定量部分を中心に）

• 正確性・・・その情報が正確であるか？

• 範囲性（網羅性）・・・その情報がどの程度まで網羅しているか？
（対応企業数、対象の情報範囲→評価の公平性に発展・・・）

• 継続性・・・その情報がどの程度継続した情報であるか？

• 比較可能性・・・その情報が比較可能な情報であるかどうか？

• 迅速性・・・その情報がタイムリーに発信されているかどうか？

• 切実性・・・その情報が切実な問題（情報）であるかどうか？
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出所）地球温暖化対策推進法 施行状況検討会施行状況及び指摘事項のまとめ

SHKと排出量にかかる情報について
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